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序論
　日本における国立公園史の定説では、19世紀に成
立した国立公園はアメリカの国立公園を先例とした大
面積を保護するためにつくられた営造物であるとされ
ている。しかしながら、世界で二番目につくられたロ
イヤル国立公園を始め、オーストラリアで四番目まで
に成立した国立公園は、それぞれ独自のルーツを持っ
ていた1）2）3）4）。それはアメリカの国立公園というより
はむしろ、イギリスのカントリーパーク5）に近い概念
でつくられていた。
　そこで本論では五番目に成立したウィルソンズ・プ
ロモントリー国立公園（Wilsons Promontory National 
Park）の成立過程を明らかにし、アメリカの国立公園
理念が組み込まれているかどうか検証した。
　本研究にあたっては、オーストラリアやビクトリア
州の環境史やWilsons Promontoryの歴史に関する英
文の図書や資料、インターネットでは主に過去に出版
された新聞や記事・自然保護団体の会報のアーカイブ
などの公開資料にアクセスして情報収集し、これらの
文献調査を中心に行った。また、現地調査を2015年
12月26日から12月31日の6日間にわたって行った。
現 地 で は、 州 立 図 書 館 や Wilsons Promontory 
National Parkのビジターセンターでの資料収集のほ
かに、ツアーガイド等にインタビューを行った。

Ⅰ　 国立公園指定運動まで：第二の故郷の誕生
と風景の見直し

1．新天地での再出発
　1798年、探検家のジョージ・バス（George Bass）と
航 海 士 の マ シ ュ ー・ フ リ ン ダ ー ス（Matthew 
Flinders）によって発見された。フリンダースは友人
のトーマス・ウィルソン（Thomas Wilson）という商人
の名前に因んで、現在のWilsons Promontoryという
名前をつけた。未開拓だったこの場所は、18世紀末
からヨーロッパ人によって開拓され始めた6）7）。
　1851年、ビクトリア北部のベンディゴとバララッ
トで金が見つかり、ゴールドラッシュが始まる。当
時、NSW植民地からビクトリアが分離独立したこと

もあり、大規模な移民と土地開発がビクトリアを襲っ
た。人口増加による産業開発も著しく、1856年には
鉄道、1858年には電信線が初めて開通した。1860年
代に入ると、土地法（Land Act）により土地の払い下
げが許可された。移民を含めた市民は都市に集結し、
ビクトリアは急成長した8）9）。
　オーストラリアはヨーロッパやアメリカなどとは全
く異なった気候や植生などを保有している。移民に
とって、オーストラリアの風景は馴染みのないもの
だ っ た。1861 年 に は 順 化 協 会（Acclimatisation 
Society of Victoria）が設立され、ヨーロッパの風景を
つくる動植物や狩猟鳥獣がオーストラリアに移入され
た。それ以前の順化［1］は一次産業活性化のためにスペ
イン原産のメリノ羊や、オーストラリアの気候に適応
する蔬菜を輸入するものだったが、順化協会が設立さ
れてからは拡張解釈され、種・個体数共に大幅に増加
した8）10）。
　一方で、科学の世界では1859年に王立学会（Royal 
Society of Victoria）が設立され、イギリスの利益のた
めに様々な分野の研究が行われた。順化という概念は
科学界でも認識され、研究の対象となっていた。
1880年には学会のメンバーたちが自然愛好クラブ

（Field Naturalists Club of Victoria：以下クラブと略
記）を結成し、学者と自然愛好家が、主に自然（愛好）
のために知見や情報の共有をする場となった8）。
　1880年代は物質的な豊かさを手に入れた市民が、
精神的な豊かさを求めて、新たな価値観が生まれた。
鉄道が最も延長された1880年代後半11）から、郊外の
自然をそのまま描く、後にハイデルベルグ派と云われ
る風景画が描かれるようになった8）9）。

2．アメリカの美的価値の導入
　1864年、アメリカのジョージ・マーシュ（George 
Perkins Marsh）は、長い期間、人間の開発によって
土地が荒廃したと訴える『人間と自然』（Man and 
Nature）を出版した。これは北米の自然保護運動の
きっかけになったが、1870年代にはオーストラリア
にも輸入された。1876年に王立学会で講演され、主
にビクトリアではフェルディナンド・ミュラー
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（Ferdinand Jacob Heinrich von Mueller）、NSWでは
友人のウィリアム・クラーク（William Branwhite 
Clarke）が、森林に対して功利主義的価値だけでなく、
美的価値を認識して活動を始めたことで、彼らを通し
て少しずつ市民にも浸透していった12）。
　政府は森林管理について1880年代に植物学者でも
あるミュラーに助言を求めた。ミュラーは美的価値を
取り入れた考え方に加え、地域ごとの気候に適した樹
種を植えることや各地の森林を運営するための地方森
林委員会の必要性を強く訴えた。その結果、1888年、
ミュラーの理論や思想が盛り込まれた森林管理機関

（Forests Department）とその支部が成立した13）14）。

3．採掘と森林保護
　森林管理のもう一つの根本的な理由に、鉱業利益が
ある。1860年代に入ると金の産出量は減少し、採掘
用地も土地開発のために減少した。しかしビクトリア
北部に住む鉱夫たちは、採掘用地を確保するために政
府の保有林（State Forest）の設立を提案、地方政府に
圧力をかけた。しかし鉱業利益のためには政府は動か
ず、鉱夫たちは木材の資源管理（Timber reserve）の
名目で設立を推進した。その結果ビクトリア北部には
多くの保有林がつくられた。保有林は以後、表面上は
資源管理のためであるが、裏では鉱夫たちの私益のた
めにつくられ続けた。その証拠に、1880年代前半に
は、ビクトリア北部でいくつかの保有林の払い下げが
成立している13）15）16）。
　1888年には干ばつで保有林が深刻な損害を被った。
ベンディゴやバララットに住む鉱夫たちは、利益の損
失（表向きには資源の損失）であるとして、北部森林保
全 同 盟（Northern District Forest Conservation 
League）を 結 成 し、 森 林 法 案（Conservation and 
Timber Bill）を政府に提案した17）。それが議会を通過
するように、1889年の総選挙の候補者に、森林保全
を方針に掲げるよう説得した13）。
　以上のように、ゴールドラッシュから採掘を生業と
する者にとって、採掘地の確保はとても重要であり、
鉱夫たちの本音と建前の構造によるロビイングで多く
の森林が確保された。当時、居住地や放牧地拡大に
よって森林が減少しており、天然資源の確保は政府に
とっても有益となるため、保有林は木材管理の森とし
て地位を確立した。

Ⅱ　 1898年の国立公園指定まで：市民の利益と
自然保護の対決

1．広大な自然を守るために
　クラブの結成から4年後の1884年12月、メンバー

のジョン・グレゴリー（John Burslem Gregory）はク
ラブの仲間と共にWilson Promontoryへ出掛けた。
1885年の会報にはその様子が詳細に報告されている。
特にグレゴリーは「将来的には多くの自然愛好家や風
景愛好家が訪れる場所になるだろう。」と述べた。さ
らに、コーンウォール（Cornwall）によく似た岬である
とも述べ、故郷の地を思わせる風景であることを強調
した18）。
　一方、1887年7月8日、土地大臣のジョン・ドウ

（John Lamont Dow）に対して、イギリス人のベイリー
夫人（Mrs. Gordon Baillie）からスカイ島の住民1,000
人をWilsons PromontoryとCorner Inletに定住させ
る申し入れがあった。7月16日、この提案に対し
ジェームズ・パーバス（James Liddell Purves）が
Wilsons Promontoryの多様な自然と海岸風景を称賛
し、一方で内陸部の移動の困難さを述べた。パーバス
は雄弁なことで知られ、1872年にオーストラリア出
生者組合（Australian Natives Association）に参加し、
若者からの支持を得ていた。7月20日にはグレゴリー
がパーバスに同意し、「Wilsons Promontoryは花崗岩
質で耕作には向かず、草の状態が悪く年々馬たちが痩
せ劣っているように見える。さらに牧草は海の影響で
塩害を受けていて定住には不適である」と述べた。そ
の上で定住ではなく観光地としての価値が十分にあ
り、将来的には動植物を絶滅から保護することと観光
との両方の役割を持つ、アメリカの “national park”の
ようになることを願うと述べた。土地大臣はグレゴ
リーたちに傾倒し、定住問題は時間と共に姿を消し
た7）19）。
　この定住問題がきっかけで、1887年8月のクラブ
の会議で改めてグレゴリーは、Wilsons Promontory
を国立公園として保護することを提案した。加えて
Wilsons Promontoryは海岸、山、森の風景が傑出し
ていること、既得権がないこと、南部鉄道によって将
来的にアクセスが良くなることなどが国立公園にふさ
わしいとして、土地大臣に請願することが決まった。
1888年2月21日と1890年5月7日の2回にわたって
Wilson Promontoryをレクリエーション、動植物の保
護、そして漁場の保護の目的で国立公園に指定する請
願書を土地大臣に提出し、直接意見も投じた。彼ら
は、1872年設立のアメリカのイエローストーン国立
公園、1879年設立のNSWのロイヤル国立公園、1887
年に国立公園の土地として贈呈されたニュージーラン
ドのトンガリロ［2］に続く、新しい国立公園がビクトリ
アでできることを期待していた。1888年の請願では
水産業との緩衝のために指定面積は減るだろうと回答
したが、具体的な施策は発表されなかった。1890年
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の請願では、森林管理機関設立後の保有林をつくると
いう政府の指針とクラブの要求が一致した。土地大臣
はWilsons Promontory National Parkという名前での
保有林をつくり、この地の管理に適当な規則をつくる
と約束した19）20）。
　1890年の改正土地法では、「保有林では大きさに関
わらず、土地の所有が許されず、総督の許可を取らな
ければ、動物の放牧は許されない」と明記されてい
る。Wilson Promontoryを保有林として指定するなら
ば、動植物の保護はできると考えられたのだろう。し
かし、実際の成立には1890年代後半まで時間を要し
た。その最も大きな要因は、1890年代の社会変動で
あろう。

2．オーストラリア社会の転換期
　1880年代までは経済が好調だったが、1890年のベ
アリング恐慌の波がオーストラリアにも流れ込み、
1891年には金融恐慌を引き起こす。ビクトリアは不
動産負債が急増し、さらに資金調達が困難となる。そ
の結果、いくつかの銀行が倒産し、1892年3月まで
メルボルンだけで21の会社が破産した。ビクトリア
からの人口流出も著しくなった。そうした中、イギリ
スからの経済的信用は徐々に落ちていった11）。
　1888年にはビクトリア北部で、1895年ごろから
1903年ごろまで、オーストラリア東部で広範囲・長
期間にわたって干ばつ（Federation Drought）が続い
た。ビクトリアでは地方の農業が甚大な損害を被り、
経済回復にも大幅な時間を要した。特にギップスラン
ドではブッシュファイアが多発したり、洪水が起きた
りするなど大変な被害がでた21）。
　一方、1890年代は連邦結成という考え方が社会で
一般的となっており、その基盤にあった理念が平等主
義である。平等主義は経済や政治において実利主義を
もたらし、同時に競争社会で勝ち残る個人主義を排除
して、弱者を救済する共生理念である。
　平等主義では、「機会均等の信念、オーストラリア
ではすべての人々がよい人生を営む権利があるとする
確信」の意味を持ち、これは植民地住民の希求だっ
た。これは白人に対しての言葉であり、1850年代か
ら存在していた、中国人ひいては有色人種を排除する
白豪主義の本格化にもつながった8）22）。　
　一方Wilsons Promontoryでは、すでに運用されて
いた1884年の土地法により一部の土地がリースされ
ていた。そのため、国立公園に指定するためにそれら
の土地を取り上げる必要があった。また、南部鉄道が
1892 年 に 開 通 し た 後 は、Wilsons Promontory の
Sealers Cove で 製 材 が 再 開、 デ ィ ン ゴ の 密 猟、

Singapore Peninsulaに錫鉱石採掘者が集中するなど
が起きた。最終的には1898年の7月7日付けで官報に
一時的な指定が発表され、陸域の91,000エーカーが
国立公園となった7）。
　このように、1890年代は、ビクトリアだけでなく、
オーストラリアにとって転換の時期であった。承認直
後の政権交代は国立公園指定の流れを停滞させ、南部
鉄道の開通はWilsons Promontoryへの人々の侵入を
促すことになった。干ばつによって経済回復が遅れ、
経済破綻や都市の拡大によって、イギリス帝国からの
自立を求めた。同時に平等主義によって動植物や景観
を公平に市民に与えるという、オーストラリア人独特
の考え方も1898年の国立公園成立を促した理由の一
つであったといえるだろう。

3．アメリカを訪れた人たち
　土地大臣のドウは1883年、灌漑を学ぶため『ジ・
アーガス』（The Argus）のジャーナリストとしてカリ
フォルニアを訪れた。ドウはその時、グランド・キャ
ニオンとイエローストーン国立公園を訪れている。
1885年には水道大臣のディーキンが同行し、再びカ
リフォルニアを訪れている23）。
　「Picturesque Victoria」を書いたヴァガボンド（The 
Vagabond = John Stanly James）は1883年のコラム中
で、ニュージーランドの美しい湖をアメリカのヨセミ
テやイエローストーンのようなnational parksにして、
破壊から守ることが良いだろうと述べている24）。し
かし彼は1886年に、イエローストーンには行ったこ
とがないし、行く気もないと述べている25）。
　新聞では、1872年にNSWの『シドニー・モーニン
グ・ヘラルド』（Sydney Morning Herald）で、1879
年にビクトリアの『ジ・アーガス』でそれぞれ初めて
イエローストーン国立公園が紹介されている26）27）。
1880年代にはいくつかの新聞に自然に関するコラム
が投稿された。1881年から始まる『ジ・アーガス』
の「Our Bush Hut on Olinda」や1884年から始まる

『ジ・エイジ』（The Age）の「Picturesque Victoria」
などである28）。
　さらに、1884年には『ジ・エイジ』がイエロース
トーン国立公園の広告を3月20日から6月9日まで投
稿し続けた29）。このほかにもイエローストーン国立
公園について書かれた記事はいくつも存在する。これ
も同様に、多くのビクトリアの人々がアメリカの国立
公園の存在を知ることができた。これらは美しい風景
や観光地としての紹介であり、動植物の保護やその必
要性などは書かれていない。しかし、国立公園の存在
自体は一般市民も容易に知ることができたのではない
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だろうか。また1880年代は、物質的な豊かさを手に
入れた市民が精神的な豊かさを求めていた時代であ
る。市民に風景の美的価値が受け入れられた要因とし
て、これらの影響も挙げられるだろう。

Ⅲ　 20世紀のWilsons Promontory：法制度の
ない国立公園管理の実態

1．自然保護の敢闘
　1898年の指定後、在来の動植物を守るため、狩猟
法（Game Act）によってヘビ以外のすべての生き物の
採取、殺生を禁止した。しかし国立公園内や入り口付
近で行われていた製材や放牧に本格的な対策をしな
かった。さらに政府は1904年、国立公園の指定を取
り消して、土地を1,000エーカーごとに区切って放牧
地にすることを決めた7）。
　この提案に対し、クラブはその土地利用を食い止め
る た め に 再 び 代 表 団 を つ く り、 鳥 類 学 者 連 盟

（Ornithologist’s Union）、 動 物 学 及 び 順 化 協 会
（Zoological and Acclimatisation Society）、王立地理
学会、オーストラリア出生者組合管理委員会に支持さ
れた。その提案に最も関心を持ったのは、当時Royal 
Society of Victoriaの会長だったボルドウィン・スペ
ンサー（Walter Baldwin Spencer）である。彼は国立公
園の指定運動には表立って関わっていなかったが、関
心は持っていた。彼は、政府の計画を阻止しても、そ
れは短期間の効果しかなく、国立公園を正式に指定す
る必要があると考えた。彼は、議長に元裁判長のジョ
ン・マッデン（John Madden）、発表者には公共事業へ
の反対運動をしていた活動家のエドマンド・フィッツ
ギボン（Edmund Gerald FitzGibbon）を選び、彼自身
は幹事を務めた30）31）32）。
　スペンサーは確実に国立公園に指定させるために、
パブリックミーティングとは別に政府に訴えかけるこ
とにした。彼はスチュアートとマッデンと共に、たっ
た1週間で複数の民間団体［3］に掛け合った。その内容
は明らかではないが、団体の権力者の弱みを突き、そ
れらの団体はスペンサーを支持した30）。
　パブリックミーティングが行われ、首相のベント

（Thomas Bent）と、 土 地 大 臣 の マ ー レ イ（John 
Murray）が出席した。会議の中では、フィッツギボン
が正式なNational Parkにすることを主張し、会議の
中でNSWの国立公園とアメリカの国立公園［4］のスラ
イドを映写した。そして1905年1月25日、Wilsons 
Promontoryの75,000エーカーを正式に国立公園指定
することが発表された7）31）。

2．杜撰な公園管理
　ついに国立公園が正式に指定された。しかし、当時
の政府は環境保護という考えが薄く、多くの動植物が
絶滅の危機に瀕していた。そこでスペンサーは有力者
を結集して提言し、政府を説得した結果、1908年7月
8日に26,000エーカーが国立公園に追加された。また、
8月18日付けでWilsons Promontory National Parkを
管理する委員会が設置された。委員会設置に続き、
10月7日にLand Actに則ってWilsons Promontory 
National Park専用の規則がつくられた。これには利
用時間、禁止事項、委員会の設置や運営などが記載さ
れている。最初の国立公園指定の提案から20年を費
やし、ついにWilsons Promontory National Parkは適
切に管理される状態までになったのである7）30）。
　しかし、Wilsons Promontory National Parkはオー
ストラリアの動植物を保護するためにつくられたこと
から、20世紀前半にはオーストラリアで数が少なく
なっている動植物が、Wilsons Promontoryの外から
持ち込まれた。順化協会が先導し、1909年から1941
年までに、記録があるものだけで哺乳類25種、爬虫
類2種、鳥類9種が少なくとも270個体、植物も記録
があるだけで60種が植えられた6）。
　第一次世界大戦では沿岸に信号所が建設されたが、
それほど大きな影響はなかった。しかし第二次世界大
戦時には、軍がWilsons Promontoryを占拠すること
を提案し、管理委員会はやむを得ず承認した。その結
果、砲台や通信施設などが建設された7）。
　このように、世界大戦での軍事利用や、オーストラ
リア大陸の生態系を守るために他地域から動植物を入
れるなど、原生自然の保護とはかけ離れた公園管理が
行われていた。

Ⅳ　結論：折衷型として成立した国立公園

　Wilsons Promontory National Parkは、ゴールド
ラッシュによる都市拡大に伴う土地の開拓で著しく減
少した森林を守るため、資源管理と美的価値のもとに
保護されて成立した国立公園であった。これは
Wilsons Promontory National Park以前に成立した国
立公園のように、都市の周辺で市民の多目的利用のた
めに成立したイギリスのタイプというより、アメリカ
の国立公園のように大規模面積の自然を州有地として
指定し、動植物の保護とレクリエーションの2つを目
的とするという理念が組み込まれていたという点に関
しては、アメリカの国立公園の理念の気配を感じるタ
イプとして成立した。
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1．Wilsons Promontory National Parkの成立理由
（1）　資源管理と産業への寄与
　Wilsons Promontoryは地盤が火成岩でできている
ため定住には向かず、代わりに森林資源として政府は
認識した。森林の有用性と美的価値を認識していた植
物学者ミュラーが助言したことで、彼の概念が加わっ
たForests Departmentが設立した。以降、大規模面
積の資源管理用地に適した森林をいくつか指定し、政
府はWilsons Promontoryが保有林に値すると認識し
た。しかし、ミュラーの概念は完全には政府には浸透
せず、政府の考えた森林保全は、1860年代から鉱業
界からのロビイングで起こった木材管理としての森林
という概念の延長である、功利主義的な自然保護と
なったのである。

（2）　生き物たちの楽園
　ゴールドラッシュ以降の都市のスプロール化は人々
を異常なまでに豊かにした。しかし同時に、急激な都
市化によって非常に多くの植物がなくなり、様々な動
植物が狩猟用、産業用、観賞用などの理由でヨーロッ
パから持ち込まれた。それらは繁殖しながら各地に広
がり、オーストラリアの在来動植物は生息地を脅かさ
れた。オーストラリアの動植物を守るため、Wilsons 
Promontoryを最後の砦的存在にした。連邦成立と時
期が重なったことから、これ以上オーストラリアの動
植物を減らすことは我が国の損失であるという意識が
生んだ行動であったといえる。

（3）オーストラリア人の新しい故郷として
　19世紀後半のオーストラリアの人々は、多くがイ
ギリスやヨーロッパからの移民であり、故郷の風景が
心に根強く残っていた。しかし、ゴールドラッシュを
きっかけとしたオーストラリアの経済的な自立、イギ
リスからの脱却という考え方も併せ持っていた。特に
移民の制限による白豪主義的な結束や平等主義による
オーストラリア社会の公正さの追求は、後者を象徴す
るものである。一方で経済成長が生んだ心の余裕は、
人々の関心を余暇へと向かわせた。1880年代に芸術
家や作家たちによって描写された、郊外の自然や国外
の壮大な自然風景は、大衆がオーストラリアの広大な
原風景に美的価値を見出す要因となった。
　このように、イギリスから脱却したい反面、同化し
ようとするアンビバレントな考え方が存在した。
Wilsons Promontoryはイギリスと似た岬の風景とい
うだけでなく、オーストラリアらしさを代表する風景
や生態系を有しているという2つの特徴があるために、
人々に受け入れられたと考えられる。

2．アメリカの国立公園の理念との関係
　大規模面積を指定し、動植物の保護とレクリエー
ションを目的としていることはアメリカの国立公園の
コンセプトを基にしたものである。しかしながら、こ
れはアメリカの国立公園の理念を参考したに過ぎな
い。
　まず、アメリカの営造物の国立公園のように国有地
にすることは、当時州ごとに政府が稼働していたオー
ストラリアでは到底できなかったのではないだろう
か。そのため、アメリカのような国の財産としての価
値は、政府や市民に浸透していなかったと考えられ
る。
　そして、オーストラリアにおいては、19世紀半ば
から順化の概念のもと、ビクトリアには多数の移入種
が存在した。Wilsons Promontoryにはすでに内陸か
ら入り込んでいた動植物がいたが、さらに国立公園に
指定された後にも数十種の動植物が持ち込まれた。し
たがって、この公園は「オーストラリアの動植物の保
護」という目的を掲げたが、アメリカの国立公園の原
生・在来の動植物を保護するための公園理念とは明ら
かに異なっていた。
　これまでのオーストラリアの国立公園と同様に、イ
ギリスのカントリーパークに近い概念が、アメリカと
異なる公園理念の理由となるだろう。実際にカント
リーパークが成立したのは20世紀中盤であるが、半
自然を保護し、多目的利用を重視した目的でつくられ
ている。Wilsons Promontoryの場合、政府管理の下、
資源管理用地や世界大戦の軍の拠点などに利用され
た。今回は設立後の利用方法には多く触れていない
が、多目的利用はアメリカの自然保護思想が詳しく説
明されず、イギリス的な考え方が残ったことが原因だ
ろう。
　このように、Wilsons Promontory National Parkは
大規模面積を動植物のために保護し、レクリエーショ
ン利用もされるという考え方がありつつも、イギリス
の公園概念が残ったまま成立した、アメリカとイギリ
スの理念の折衷型といってよいだろう。

補　注
［1］植民地の第一次産業を活性化させることと、植民

地間の移入による動植物の価値の向上のために
1854 年 に フ ラ ン ス で 誕 生 し た 概 念。 ＝
Acclimatisation（Acclimatization）

［2］トンガリロ国立公園のことだが、当時はまだ国立
公園にするために先住民から政府へ土地が贈与され
た状態であった。

［3］鳥類学者連盟、王立地理学協会、オーストラリア
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出生者組合、動物学及び順化協会、ビクトリア漁師
組合（Victorian Angler’s Association）、図書館理事
会（Trustees of the Public Library）、展示会ビル

（Exhibition Buildings）。
［4］　どの国立公園を指しているのかは明確でない。
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